
鳥羽商船高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 蒸気機関学１
科目基礎情報
科目番号 0062 科目区分 専門 / コース必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 商船学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教科書・舶用ボイラの基礎【成山堂】、蒸気タービン要論【成山堂】、教材・自作プリント
担当教員 渡辺 幸夫
到達目標
・各種ボイラ、蒸気タービンの特徴、概要についての説明ができる
・ボイラでの燃焼、蒸気の状態変化の基礎理論について理解し、説明ができる
・蒸気サイクルの基礎を理解し効率の計算ができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
各種ボイラ、蒸気タービンの特徴
、概要についての詳細な説明がで
きる

各種ボイラ、蒸気タービンの特徴
、概要についての説明ができる

各種ボイラ、蒸気タービンの特徴
、概要についての説明ができない

評価項目2
ボイラにおける燃焼、蒸気の状態
変化の基礎理論について理解し、
発展した説明ができる

ボイラでの燃焼、蒸気の状態変化
の基礎理論について理解し、説明
ができる

ボイラでの燃焼、蒸気の状態変化
の基礎理論について理解し、説明
ができない

評価項目3
蒸気サイクルの基礎を理解し効率
計算ができ、改善方法を立案でき
る

蒸気サイクルの基礎を理解し効率
の計算ができる

蒸気サイクルの基礎を理解し効率
の計算ができない

学科の到達目標項目との関係
教育目標 （B3）
教育方法等
概要 本授業は、三級海技士（機関）として船舶運航に必要な知識である「出力装置、プロペラ装置」に関する、ボイラ、蒸

気タービン及びこれらの付属装置について教授するものであるのである

授業の進め方・方法 講義をベースとし、適宜学内の実物を見学することで理解を進める
令和２年度前期は、遠隔授業を行う（出席は課題の提出，ポートフォリオを課題の得点による）

注意点

・二級及び一級海技士（機関）国家試験にも対応可能な範囲まで講義するので、国家試験合格にむけて積極的に取り組
むこと
・適宜、演習やレポート、小テストを行ない知識の定着度合について確認するので、学習の参考とすること
・前期の評価方法は，期末試験２割，課題の内容評価２割，ポートフォリオ（課題提出）６割とする
・後期の評価方法は，試験６割（中間のみ），ポートフォリオ４割（小テスト等の授業課題）とする

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 【遠隔授業】ガイダンス・蒸気ボイラの概要 蒸気ボイラの定義や歴史的変遷について説明ができる

2週 【遠隔授業】蒸気ボイラの構造、特徴および比較
（１）

水管ボイラと丸ボイラの特徴と違いについて説明がで
きる

3週 【遠隔授業】蒸気ボイラの構造、特徴および比較
（２）

大型水管ボイラの構造や構成要素について説明ができ
る

4週 【遠隔授業】蒸気の性質（１） 水と蒸気の状態変化について理解し説明ができる
5週 【遠隔授業】蒸気の性質（２） 蒸気表を使って湿り蒸気の状態量を計算できる

6週 【遠隔授業】蒸気の性質（３） 湿り蒸気と過熱蒸気の違いについて説明ができ，h-s線
図を用いて過熱蒸気の状態量を計算できる

7週 【遠隔授業】蒸気ボイラの構造・蒸気の性質などに関
する知識定着確認

第１週から第６週の内容について説明できる（中間試
験相当の点数配分とする）

8週 【遠隔授業】ボイラの性能（１） ボイラの性能の概要を説明できる

2ndQ

9週 【遠隔授業】ボイラの性能（２） ボイラの性能に関する諸量について理解し説明できる
10週 【遠隔授業】ボイラの性能（３） ボイラの性能について計算ができる
11週 【遠隔授業】ボイラにおける燃料と燃焼（１） 燃料の概要と燃焼反応式について理解し説明できる

12週 【遠隔授業】ボイラにおける燃料と燃焼（２） 燃焼に関する計算ができ，ガス分析装置の説明ができ
る

13週 【遠隔授業】蒸気ボイラにおける伝熱（１） ボイラの伝熱量に関する作用を理解し伝熱量が計算で
きる

14週 【遠隔授業】蒸気ボイラにおける伝熱（２） ボイラの熱通過について作用を理解し熱通過量を計算
できる

15週 【遠隔授業】ボイラの性能・蒸気の性質などに関する
知識定着確認

第８週から第１４週の内容について説明できる（期末
試験が実施できる場合は前期の内容を復習し説明がで
きる）

16週 期末試験（行わない場合がある） 第８週から第１５週の内容について説明できる（行わ
ない場合がある）

後期 3rdQ

1週 蒸気タービンの概要（１） タービンの定義、各種タービンについて説明ができ
，蒸気タービンの作動原理について理解し説明できる

2週 蒸気タービンの概要（２） 蒸気タービンの構成要素に関する概要，各種蒸気ター
ビンについて，その違いを説明できる

3週 蒸気サイクル（１） ランキンサイクルの構成要素と役割について説明がで
きる

4週 蒸気サイクル（２） ランキンサイクルの特徴について理解し，ランキンサ
イクルの熱効率が計算できる

5週 再生サイクルと再熱サイクル（１） 再生サイクルの特徴について説明ができる



6週 再生サイクルと再熱サイクル（２） 再熱サイクルの特徴について説明ができる
7週 中間試験 中間試験までの内容を説明できる

8週 試験返却・解答，再生サイクルと再熱サイクル（３） 試験の解答解説を理解できる、再生再熱サイクルの概
要を理解し説明ができる

4thQ

9週 反動段と衝動段（１） 反動段と衝動段の違い，作動原理の違いについて説明
ができる

10週 ノズル理論 ノズルにおけるエネルギー変換，臨界圧力，超過膨張
，不足膨張について理解し計算できる

11週 速度線図と線図仕事 回転羽根における速度線図を作成し，線図仕事を計算
できる

12週 蒸気タービンの諸損失 蒸気タービンの内部損失，外部損失について理解し説
明できる

13週 蒸気タービンの諸効率（１） 蒸気タービンの内部効率，外部効率，プラント効率に
ついて理解し説明できる

14週 【遠隔授業】蒸気タービンの諸効率（２） h-s線図などを用いて，蒸気タービンの諸効率について
計算できる

15週 【遠隔授業】蒸気タービンの学習内容に対する達成度
確認 後期第８週から第１４週の内容について説明できる

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 化学(一般) 化学(一般)
水の状態変化が説明できる。 3 前4
物質の三態とその状態変化を説明できる。 3 前4

専門的能力 分野別の専
門工学

商船系分野
(機関)

蒸気工学

蒸気動力プラントを構成する要素とそれぞれの機能について、説
明できる。 2 前1,後1,後

2
蒸気動力プラント内部を流動する作動流体の循環について説明で
きる。 2 後1,後2

蒸気タービンの種類、構成要素および作動原理について、説明で
きる。 2 後1,後2

ノズル、羽根、ロータ、気密装置、車室などの各部の構造および
作用について説明できる。 2 後1,後2,後

9
タービン内部で発生する諸因子(臨界圧力、超過膨張、不足膨張
など)について説明できる。 2 後10

タービン内部を通過する蒸気の断熱膨張とそれによる熱落差につ
いて説明できる。 2 後3

回転羽根内部で発生する諸速度について認識し、速度線図(速度
三角形)を描くことができる。 4 後11

蒸気タービンで発生する内部損失および外部損失の種類および特
徴について説明できる。 2 後12

ランキンサイクル、再生サイクル、再熱サイクル、再熱再生サイ
クルの特徴について説明できる。 2 後3,後5,後

6,後8
蒸気タービンに関する諸性能(熱効率、蒸気消費量、熱消費率な
ど)について認識し、計算ができる。 4 後13,後14

タービン関連装置の種類、構造および作用について説明できる。 2 後1,後2

伝熱工学

熱力学で用いられる各種物理量の定義と単位を説明できる。 2 前4,前5,前
6

水の等圧蒸発過程について説明できる。 2 前4
蒸気の状態量を、蒸気表および蒸気線図から読み取ることができ
る。 4 前5,前6

伝熱の基本形態を理解し、各形態における熱移動過程について説
明できる。 2 前13,前14

ボイラの種類および構造、ならびに特徴について説明できる。 2 前1,前2,前
3

ボイラに関する諸性能(ボイラ効率など)について認識し、それら
を用いた計算ができる。 4 前8,前9,前

10
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計
総合評価割合 60 0 0 0 40 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 0 0 0 40 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


